
 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

① 区町村名 － 

② 人口（※１） １，９９３千人(群馬県) （      ） 

③ 齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上－２４．９％ 

７５歳以上－１２．３％ 

※群馬県年齢別人口統計調査（平成２４年１０月１日現在） 

（      ） 

① 取組の概要 民間事業者・団体と関係機関並びに行政が連携して地域を見守り。 

「群馬県地域見守り支援事業」 

 

④ 組の特徴 

 

見守りの対象者も限定せず、地域全体を見守るイメージ。 

対象者を限定しないことから、行政から個人情報を提供は行わない。 

 

⑤ 始年度 平成２５年度（H25.3.29に民間事業者と協定締結） 

⑥ 組のこれまで

の経緯 

域社会の希薄化が進む中、亡くなられた事に近隣の方々が気づかず、相当日

数を経過してから発見されるという、いわゆる「孤立死」の事案が多様化して

いる。この様な状況において、民間事業者の協力を得て、地域において支援を

必要としている方の情報把握を強化するとともに、各市町村において適切な支

援につなげる。 

⑦ な利用者と人

数 

全地域住民（対象者を限定しない） 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

実施主体：群馬県（健康福祉課） 

協定締結先：各民間事業者及び団体（１５） 

県内各市町村、県警察本部、県民生委員児童委員協議会 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

・事業者からの報告を一元的に受け止める窓口を設定する。 

・事業者からの報告にもとづき、現地確認を行う。 

※必要に応じて、民生・児童委員、警察等と連携して確認を行う。 

・住民の状況を確認後、庁内で情報共有を図り、適切な支援策を講じる 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

・県（介護高齢課）県地域支え合い体制づくり事業費（平成２４年度）３１０

千円  

・県（健康福祉課）実施主体 

・地域支え合い体制づくり事業（厚生労働省）（平成２４年度）３１０千円 

⑫取組の課題 ・県民への周知 

⑬今後の取組予定 ・協定締結事業者の拡大 

・実績調査 

・連絡会の開催等による事業展開の検討 

⑭その他 平成２５年３月２１日付社会・援護局地域福祉課事務連絡 

「孤立死の防止対策等の取り組み事例の照会について（依頼）」においても同事

業について回答済み 

⑮担当部署及び連

絡先 

健康福祉部 健康福祉課 地域福祉係 

電話：０２７－２２６－２５１８（直通） 

 

群馬県 



群馬県地域見守り支援事業 

住み慣れた地域で安心して暮らすことができる 

    地域づくりをめざして 

群馬県健康福祉部健康福祉課 



これまでの枠を超えた幅広い見守りの必要性 

民間事業者様等と行政が連携して地域を見守ります 

取り組みイメージ（略図） 

民間事業者 

地域住民 

高齢者等に限らない 

警察 市町村 

民生委員  【市町村】 
 ①窓口の一本化 ②民生委員・警察と協力し確認 
 ③確認結果を庁内で情報共有 ④支援策の検討 

↓ 
必要に応じて、支援策を講じる 

民間事業者様等の協力を得て見守り手を増やす 
（日常業務内での見守り支援） 

一人暮らし高齢者等、対象者を絞った見守り 

生計中心者の急逝により、世帯全体が孤立死等 
↓ 

（従前想定していた見守り） 

（新たな課題） 

（今回の取り組み） 

群馬県 制度のコーディネート、周知、支援 



協定締結 

民間事業者等 

群馬県 

警察本部 

群馬県 

民生委員 

児童委員 

協議会 

地域住民 

 

 高齢者等に限らない 

群 馬 県 

市町村民児協 

及び 

民生・児童委員 

連携 

状況確認 必要に応じて 

支援策を講じる 

日頃の 

見守り支援等 

市町村 

 

 
 

    

警察署等 

連携 連携 

日常業務における 

見守り活動 

異変を 

感じた時 

周知・支援 

周知 

支援 

周知 

支援 

※必要に応じ、民生・児童委員、警察 

 署等、その他関係団体の協力を得て、 

 状況確認を実施 

※関係部局の間で情報共有 

地域見守り支援の流れ（イメージ詳細） 

連携 

対応報告 

警察 

消防 

緊急を要する場合  

連携 


